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星槎学園高等部 横浜ポートサイド校 校長 望月 展弘よりみなさんへメッセージです。 
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 2023 年 1１月発行 

星槎学園高等部 

横浜ポートサイド校 

星槎国際高等学校 
 横浜ポートサイドキャンパス 

「ゆずり葉」について 

 

 「ゆずり葉」の名は、春に枝先に若葉が出たあと、前年の葉がそれに譲るように落葉するこ

とからつきました。その様子を、親が子を育てて家が代々続いていくように見立てて縁起物と

されています。 

 親から子どもへ 大人から子どもへ受け継いでいくものはたくさんあります。保護者の方と

共に子どもへ伝えていく、という思いで学園通信「ゆずり葉」をつくりました。 

 
横浜ポートサイド校の学園通信 

 

ゆずり葉 
編集：嘉指・片岡・仲川 

夢了法師の合格へのチェック 

昼夜の寒暖の差もだんだんと大きくなり、少しずつ冬の訪れを感じる頃と

なりました。11 月 18 日・19 日は文化祭が開催されましたね。みんな

で力を合わせて教室の飾りつけや缶バッチを作成しました。お客さまだけ

でなく、フリースクール生も楽しめた文化祭となったと思います。 

みなさんのキラキラとした笑顔とても素敵でした！(仲川) 

第 17 回 秋桜祭 

次の各文について正しいと思う（   ）内の語を選べ。  
 
a.  He is one man ( who, whom ) I believe can help you . 
b.  Marriage , say some people, is the ( principle, principal ) goal of most 

women. 

 

「心のこもった言葉」 

 

今年の秋はどこに行ってしまったのでしょう。一気に冬のような寒さが来たかと思えば、夏のよ

うな暑さが来たりと寒暖差が激しく、服装に困ってしまいますね。最近はコロナよりもインフルエン

ザが猛威を振るっています。一番の対策は「手洗いうがい」です。しっかり対策して本格的な冬を

迎える準備をしていきましょう。 

 

さて、11/18・19 に第１７回秋桜祭が行われました。本校の文化祭は過去一度も雨に降られたこ

とがなく、今回も快晴となりました。３００名を越える多くの方にご来校頂き楽しんでもらえたことと

思います。生徒たちも 4年ぶりの飲食OKということもあり、活き活きとしていました。来校された

方々から、「本格的で驚いた」「生徒がとても優しく接してくれて嬉しかった」などのお言葉を頂戴

しました。自分たちで作り上げる喜び、達成感、この経験は自分を大きく成長させてくれます。誰

かの喜びが自分の喜びになることの素晴らしさを体感した皆さんは、本当に最高です！この経験

をこの後の学校生活に活かしていきましょう！ 

 

今月は皆さんにこの言葉を紹介します。 

 

『「ありがとう」を言える人間になりなさい。 

「ごめんなさい」を言える人間になりなさい。』 

 

この言葉は、いかりや長介さんの言葉です。「ありがとう」「ごめんなさい」が言えない人は信用

してもらえません。感謝の言葉と、謝罪の言葉。どちらにも「謝」という字があります。この漢字は

“あやまる”という意味と、“礼を言う”という意味があります。文字をよく見てください。言葉で射る

と書きます。感謝の言葉も、謝罪の言葉も相手の心に届かなければ意味がありません。心のこも

った「ありがとう」と「ごめんなさい」が言える人になりましょう。それができる人は、必ず人から必

要とされる人になるはずです。 

 

今年で 17 回目となる秋桜祭（文化祭）は、コロナ禍以降初の飲食店が解禁されました。とは言え、

一からの調理は不可という制限の中でしたが、生徒たちは様々な工夫を凝らし、楽しいお店が出店

していました。内部開催日、外部開催日の両日とも活気あふれる２日間となりました。それは、生

徒一人一人のがんばりはもちろん、9 月１日から活動を開始した文化祭実行委員会の、委員長を筆

頭にしたそれぞれの部署の計画的かつ責任感を持った活動の成果でもあります。各クラスの生徒た

ちは、文化祭準備期間には、泣いたり笑ったり、ぶつかったり助け合ったりしながら進んできまし

た。だからこそ、この文化祭が熱く、盛り上がったのだと思います。この達成感をまた次の取り組

みの糧にして突き進んでほしいと思います。（北山） 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 月間予定 
 

 

 

 

 

日 曜 行事 課外活動 

１ 金   

2 土   

3 日   

4 月   

5 火 後期中間試験①  

6 水 後期中間試験②   専攻  

7 木   

8 金 星槎オリンピッククリエイティブ部門  

9 土   

10 日   

11 月   

12 火   

13 水 専攻  

14 木   

15 金 高等部授業終了  

16 土   

17 日   

18 月 冬期講習①  

19 火 冬期講習②  

20 水 冬期講習③  

21 木   

22 金 FS 授業終了  

23 土   

24 日   

25 月   

26 火   

27 水   

28 木   

29 金   

30 土   

31 日   

星槎学園高等部 横浜ポートサイド校  星槎高等学校 横浜ポートサイドキャンパス 

横浜市神奈川区栄町８-４   TEL:０４５－４５１－６７５１  FAX:０４５－４５１－６７５５ 

URL http://www.seisagakuen.jp    [星槎学園高等部：横浜ポートサイド校]を参照 

 

狭域通信制高校 
  技能連携校 

※平素の学校運営にあたり、多くの保護者の皆様からご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 
今後とも生徒たちのための行事や集まりに皆様の更なるご協力を宜しくお願い申し上げます。 

 

11 月 1日（水）に横浜銀行アイスアリーナにてアイススケート授業を行いました。スケートリンクに入ると、とて

も寒く、外の気温との温度差に驚いている生徒も多かったです。午前中のみで短い時間ではありましたが、スケート

未経験者向けの初心者講習などを通して、スケートをやったことのある生徒もやったことのない生徒も全力で楽しん

でいた姿が印象的です。（渡邊） 

ヨコハマポートサイド自治会主催「ロアのハロウィ

ン」にボランティアとして生徒たちが参加し、仮装を

して受付や趣向を凝らしたゲームを担当しました。

恒例のイベントを通して多くの子どもたちと地域ぐ

るみで交流を深めています。（加藤） 

《解答》 

a.  who  

b.  principal 

《解説》 

a.  後ろの I believe can help you で、主格の he 無くなっ

ているので、 who。 

b. principle は 「原理」、「主義」の意味で、principal は 「主

要な」、「校長」の意味 。 

11 月 11（土）横浜市旭区にある星槎高等学校にて

「SEISA AfricaAsia Bridge 2023」が開催さ

れました。本年度は全校生徒および土曜コースの生

徒達が現地に集い、実際に体験・体感し、充実した時

間を過ごすことができました。（佐藤） 


